
（ 品名又は指定数量を 異にする ２ 以上の危険物の貯蔵及び取扱い)  

第 3 3 条 品名又は指定数量を 異にする ２ 以上の危険物を 同一の場所で貯蔵し 、 又は取り 扱う 場合

において、 当該貯蔵又は取扱いに係る 危険物の数量を 当該危険物の指定数量の５ 分の１ の数量で

除し 、 その商の和が１ 以上と なる と き は、 当該場所は少量危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱つている

も のと みなす。（ す）  

 

【 解説】  

 本条は、品名又は指定数量の異なる ２ 以上の危険物を 同一の場所で貯蔵し 、又は取り 扱う 場合に本

節の規制の対象と なる 危険物の数量を 規定し たも のである 。  

 １ 種類の危険物の貯蔵、又は取扱数量が指定数量の５ 分の１ 未満であっ ても 、貯蔵取扱いに係る 危

険物の種類ご と の数量を それぞれの指定数量の５ 分の１ の数量で除し 、その商の和が１ 以上と なる 場

合は、 指定数量の５ 分の１ 以上の危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱っ ている も のと みなさ れ、 少量危険物

の規定が適用さ れる 。  

  

 


